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  （百万円未満四捨五入）

１．平成29年３月期の連結業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 
（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
29年３月期 616,563 △3.9 34,960 △15.6 33,348 △15.8 24,185 26.6 

28年３月期 641,750 △0.0 41,408 71.5 39,620 70.6 19,111 30.5 
 
（注）包括利益 29年３月期 26,377 百万円 （384.4％) 

 
 

28年３月期 5,445 百万円 （△79.1％） 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
29年３月期 22.85 22.78 8.7 4.8 5.7 
28年３月期 18.06 18.01 7.2 5.7 6.5 

 
（参考）持分法投資損益 29年３月期 2,021 百万円   28年３月期 2,950 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
29年３月期 709,379 310,401 40.4 270.76 
28年３月期 679,783 289,622 39.2 251.90 

 
（参考）自己資本 29年３月期 286,599 百万円   28年３月期 266,562 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 

29年３月期 53,418 △40,829 △17,686 35,806 
28年３月期 68,628 △33,726 △31,000 41,188 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
28年３月期 － 0.00 － 5.00 5.00 5,300 27.7 2.0 
29年３月期 － 0.00 － 6.00 6.00 6,362 26.3 2.3 
30年３月期（予想） － 0.00 － 6.00 6.00   25.9   
 
 
３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 330,000 17.4 17,000 47.6 16,000 55.1 10,000 40.7 9.45 

通期 700,000 13.5 40,000 14.4 38,000 13.9 24,500 1.3 23.15 

 
 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 
 （注）詳細は、添付資料「４．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変

更）」をご覧ください。 
 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期 1,062,001,076 株 28年３月期 1,062,001,076 株 

②  期末自己株式数 29年３月期 3,506,575 株 28年３月期 3,813,962 株 

③  期中平均株式数 29年３月期 1,058,420,951 株 28年３月期 1,058,045,593 株 

 
（参考）個別業績の概要 
 
１．平成29年３月期の個別業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
29年３月期 277,959 △7.9 14,356 △44.5 16,850 △39.2 13,968 19.1 
28年３月期 301,806 △1.5 25,877 74.1 27,720 57.9 11,727 41.4 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
29年３月期 13.17 13.13 
28年３月期 11.06 11.03 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
29年３月期 475,329 169,958 35.6 159.70 
28年３月期 471,625 160,257 33.9 150.61 

 
（参考）自己資本 29年３月期 169,335 百万円   28年３月期 159,661 百万円 
 
 
※  決算短信は監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料及び添付資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現時点で合理的であると判断する 
 一定の前提に基づき作成したものであり、実際の業績はさまざまな要因の変化により見通しと大きく異なる場合も 
 ありえますことをご承知願います。そのような要因としては、主要市場の経済状況、製品の需給、原燃料価格、金 
 利、為替相場などがあります。 
 

※  当社は、以下のとおり電話会議及び決算説明会を開催する予定です。各説明会の様子を当日の資料とともに、開催
後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 

 ・平成29年５月11日（木）・・・・・アナリスト、機関投資家向け電話会議 
 ・平成29年５月18日（木）・・・・・決算説明会 
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１．経営成績等の概況

 

(1)当期の経営成績の概況

全般的状況 

 当期の経済情勢は、米国では回復が続き、欧州でも緩やかな回復基調で推移し、アジアでは中国において景気に減

速感が強まるなど、世界経済は力強さを欠きながらも緩やかな回復が続きました。国内経済は、一部に改善の遅れも

みられるものの、緩やかな回復基調をたどりました。

 このような状況の下、当社グループは、当期を初年度とする３ヵ年の中期経営計画「Change & Challenge 2018」

を始動し、「持続的成長を可能にする経営基盤の強化」「資源・エネルギー・地球環境問題への対応と貢献」という

基本方針の下、各セグメントの収益力向上を推進するとともに、各事業課題の解決に向け取り組んでおります。当期

においては、全般に円高の影響を受けるとともに、化学セグメントでは一部製品の原料価格高や国内アンモニア工場

の定期修理を実施したことによるコストの増加等、建設資材セグメントではセメントの国内需要減少や輸出環境悪化

等の影響もあり、連結営業利益では減益となりましたが、当期は大きな特別損失の計上がなく、親会社株主に帰属す

る当期純利益は増益となりました。 

 この結果、当社グループの連結売上高は前期に比べ２５１億８千７百万円減の６，１６５億６千３百万円、連結営

業利益は６４億４千８百万円減の３４９億６千万円、連結経常利益は６２億７千２百万円減の３３３億４千８百万

円、親会社株主に帰属する当期純利益は５０億７千４百万円増の２４１億８千５百万円となりました。 

 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

当  期 ６，１６５億円 ３４９億円 ３３３億円 ２４１億円

前  期 ６，４１７億円 ４１４億円 ３９６億円 １９１億円

増 減 率 △３．９％ △１５．６％ △１５．８％ ２６．６％

 

 また、当社単独では、売上高は前期に比べ２３８億４千７百万円減の２，７７９億５千９百万円、営業利益は 

１１５億２千１百万円減の１４３億５千６百万円、経常利益は１０８億７千万円減の１６８億５千万円、当期純利益

は２２億４千１百万円増の１３９億６千８百万円となりました。 

 

セグメント別状況 

 セグメント別の業績は以下のとおりです。

 

化学セグメント 

 ナイロン樹脂の出荷は食品包装フィルム用途を中心に堅調に推移しましたが、原料価格上昇の影響を受けました。

ナイロン原料のカプロラクタムは、中国での供給能力過多の状況は継続していますが、市況は回復傾向で推移し、海

外ではアンモニアなど副原料の価格低下も寄与しました。アンモニア製品の出荷は、工場の定期修理を実施したこと

もあり、低調でした。ポリブタジエン(合成ゴム)はエコタイヤ用途を中心に出荷は概ね堅調でしたが、原料価格上昇

の影響を受けました。 

 リチウムイオン電池材料はセパレータ、電解液ともにエコカーなど車載用途で、出荷は伸長しました。ポリイミド

フィルムやファインケミカル製品の出荷は概ね堅調でした。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ８３億７千２百万円減の２，５８３億６千４百万円、連結営業

利益は２４億２千６百万円減の９６億５千７百万円となりました。 
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項  目 連結売上高 連結営業利益

当  期 ２，５８３億円 ９６億円

前  期 ２，６６７億円 １２０億円

増 減 率 △３．１％ △２０．１％ 

 

 

医薬セグメント

 自社医薬品の血圧降下剤、抗アレルギー剤、抗血小板剤ともに原体の出荷は伸長しました。受託医薬品の原体・中

間体の出荷も概ね堅調に推移しました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ１６億９千５百万円増の１０９億７千５百万円、連結営業利益

は１３億９千１百万円増の２４億９千６百万円となりました。 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益

当  期 １０９億円 ２４億円

前  期 ９２億円 １１億円

増 減 率 １８．３％ １２５．９％ 

 

建設資材セグメント

 セメント・生コン製品の国内出荷は、需要減少の影響を受けました。セメント輸出は、出荷は堅調でしたが、市況

は軟化傾向に推移しました。カルシア・マグネシア製品の出荷は概ね堅調に推移しました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ１０１億７百万円減の２，２７２億３千６百万円、連結営業利

益は３５億７千７百万円減の１６２億６千４百万円となりました。 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益

当  期 ２，２７２億円 １６２億円

前  期 ２，３７３億円 １９８億円

増 減 率 △４．３％ △１８．０％
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機械セグメント 

 竪型ミルや運搬機等の産業機械は、国内、輸出ともに出荷は低調でした。自動車産業向けを中心とする成形機は、

国内の出荷は堅調でしたが、輸出は為替影響もあり低調でした。各製品のサービス事業や製鋼品の出荷は堅調に推移

しました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ１７億６千７百万円減の７１６億６千８百万円、連結営業利益

は９億２千９百万円減の３６億７千１百万円となりました。 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益

当  期 ７１６億円 ３６億円

前  期 ７３４億円 ４６億円

増 減 率 △２．４％ △２０．２％ 

 

エネルギー・環境セグメント

 石炭事業は、販売数量およびコールセンター（石炭中継基地）での預り炭の取扱い数量が、ともに前期を下回りま

した。電力事業は、自家発電所の定期修理の影響を受けました。 

 この結果、当セグメントの連結売上高は前期に比べ９２億８千４百万円減の５９７億８千２百万円、連結営業利益

は１０億１百万円減の２８億５千５百万円となりました。 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益

当  期 ５９７億円 ２８億円

前  期 ６９０億円 ３８億円

増 減 率 △１３．４％ △２６．０％ 

 

その他のセグメント

 その他の連結売上高は前期に比べ４２億７千２百万円減の１２５億２千万円、連結営業利益は３億８千８百万円減

の７億５千４百万円となりました。 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益

当  期 １２５億円 ７億円

前  期 １６７億円 １１億円

増 減 率 △２５．４％ △３４．０％ 
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当期に実施した主な施策など 

 

化学セグメント

◆昨年８月、堺工場内に大阪研究開発センターを開所しました。同センターでは、要素技術研究～開発～生産技術ま

でを一貫して、効率的かつ世の中の流れに即応した研究開発を行い、将来の新製品を創出する中心拠点としていきま

す。

◆昨年９月、車載用リチウムイオン電池向けなどの需要増大に対応するため、堺工場でのセパレータの能力増強を決

定し、着手しました（来年４月完工予定）。この増強により、宇部ケミカル工場と堺工場での年産能力は合計２．５

億㎡になります。 

◆昨年10月、世界的に拡大し続ける高付加価値ナイロンの需要に対応するため、ウベ・コーポレーション・ヨーロッ

パ社（スペイン）にて、年産４万トンのナイロン６生産設備の増設を決定し、着手しました。稼動開始は来年２月を

予定しており、ウベ・コーポレーション・ヨーロッパ社のナイロン６の年産能力は、合計７万トンとなります。 

◆昨年10月、当社と三菱化学（株）（現 三菱ケミカル(株)）は、両社の中国におけるリチウムイオン電池用電解液

事業で提携することについて合意しました。 

◆本年２月、当社と山形大学で共同開発した、有機溶媒に溶ける新しいN型有機半導体を、山形大学発のベンチャー

企業である（株）フューチャーインクにライセンス供与する契約を締結しました。（株）フューチャーインクは本年

５月にN型有機半導体サンプルの有償販売を開始する予定です。 

◆当社と三菱レイヨン（株）(現 三菱ケミカル(株)以下省略)及びJSR（株）はABS樹脂事業の統合について、本年３

月に、当社と三菱レイヨン（株）がそれぞれ50％ずつ出資するUMG ABS（株）とJSR（株）の完全子会社であるテクノ

ポリマー（株）とで本年10月を目処に事業統合することを決定しました。なお、統合後の新会社は、当社と三菱レイ

ヨン（株）及びJSR（株）の３社で共同して運営していきます。 

 

 

建設資材セグメント 

◆昨年９月、宇部マテリアルズ（株）はタイ・バンコクに塩基性硫酸マグネシウム「モスハイジ」の製造・販売会社

ウベ・マテリアルズ・タイランド社を設立しました。モスハイジは自動車の軽量化に寄与する樹脂添加剤であり、地

球温暖化対策やCO2排出量削減に向けた世界的な自動車軽量化ニーズを背景に、需要が拡大しています。

◆宇部伊佐鉱山では、昭和23年からセメント等の原料になる石灰石の採掘を行っていますが、昨年11月に累積出鉱量

が５億トンに達しました。国内で５億トンに達した石灰石鉱山は、宇部伊佐鉱山で２例目となります。 

 

 

機械セグメント

◆米国・ミシガン州にあるウベ・マシナリー社は、近年自動車関連メーカーが、米国中南東部や南部地域に多くの製

造工場を設立していることを受け、昨年８月、ケンタッキー州レキシントン市に販売・サービス拠点を開設し、営業

を開始しました。

◆昨年７月、宇部興産機械（株）は、三菱重工業（株）より同社の連結子会社である三菱重工プラスチックテクノロ

ジー（株）の株式譲渡を受ける契約を締結し、本年１月に株式譲渡を完了しました。これにより、三菱重工プラスチ

ックテクノロジー（株）は新体制の下、U-MHIプラテック（株）と社名変更し営業を開始しました。また、宇部興産

機械（株）は、同社とU-MHIプラテック（株）との両社製品を取り扱う販売会社U&Mプラスチックソリューションズ

（株）を設立し、営業を開始しました。
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(2)当期の財政状態の概況 

資産については、現金及び預金が５８億２千９百万円減少しましたが、受取手形及び売掛金が１８３億３千９百万

円、商品及び製品などのたな卸資産が６７億１千９百万円、有形固定資産が７６億４千３百万円増加したことなどに

より、２９５億９千６百万円増加し７，０９３億７千９百万円となりました。 

負債については、有利子負債が６２億２千７百万円減少しましたが、支払手形及び買掛金が１８０億６千２百万円

増加したことなどにより、８８億１千７百万円増加し３，９８９億７千８百万円となりました。 

純資産については、利益剰余金が配当により５３億円減少する一方、親会社株主に帰属する当期純利益により

２４１億８千５百万円増加したことなどにより、２０７億７千９百万円増加し３，１０４億１百万円となりました。 

 

(3)当期のキャッシュ・フローの概況 

営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前当期純利益３２９億３千３百万円、非資金項目である減価償却

費３４４億９千万円、法人税等の支払額１０２億２千７百万円などにより、５３４億１千８百万円のキャッシュ・イ

ンとなりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは有形及び無形固定資産の取得による支出４１８億６千７百万円などにより、

４０８億２千９百万円のキャッシュ・アウトとなりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは長期借入れによる収入２０５億６千２百万円などがあったものの、長期借入

金の返済による支出２１３億６百万円、社債の償還による支出１５０億２千万円などにより、１７６億８千６百万円

のキャッシュ・アウトとなりました。 

 なお、有利子負債の当期末残高は、前期末に比べ６２億２千７百万円減少し２，１０４億６千４百万円となりまし

た。 

 また、現金及び現金同等物の当期末残高は、前期末に比べ５３億８千２百万円減少し３５８億６百万円となりまし

た。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成25年3月期 平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期 平成29年3月期 

 自己資本比率（％） ３１．４％ ３４．５％ ３７．０％ ３９．２％ ４０．４％ 

 時価ベースの自己資本比率

（％） ２７．１％ ２８．７％ ２８．０％ ３１．０％ ３７．５％ 

 キャッシュ・フロー 

 対有利子負債比率（年） ５．３年 ６．６年 ３．９年 ３．２年 ３．９年 

 インタレスト・カバレッ 

 ジ・レシオ（倍） １２．５倍 １２．３倍 ２５．６倍 ３２．２倍 ３３．１倍 

   各指標の計算根拠

   自己資本比率：（純資産－新株予約権－非支配株主持分）／総資産

   時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

   キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

   インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

   ※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

   ※株式時価総額は期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

   ※キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上され

ている長短借入金、コマーシャル・ペーパー、社債、転換社債、リース債務を対象としております。また、利払

いについては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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(4)利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は配当の実施を株主に対する重要責務として認識し、業績に対応した配当を行うことを基本方針としておりま

す。一方、株主の中長期的な利益確保を図るうえで、財務体質のさらなる改善や将来の事業拡大のための内部留保の

充実も重要と考えておりますので、これらを総合的に勘案して株主総会に付議する株主配当案を決定しております。

当期を初年度とする中期経営計画において、連結配当性向は原則として親会社株主に帰属する当期純利益の３０％

以上としており、当期につきましては１株当たり６円の期末配当を予定しております。

なお、次期につきましては１株当たり６円の期末配当を予定しており、今後も業績の向上に伴い着実な増配を目指

します。

 

(5)今後の見通し 

今後の経済情勢につきましては、国内景気は緩やかな回復基調が続くことが期待されるものの、為替や原燃料価格

の先行き、米国・欧州における政治・経済・金融政策の動向など、不透明感の強い状況が続くことが見込まれます。 

こうした情勢を踏まえ、次期の業績見通しについては、平成２９年４月から平成３０年３月までの為替水準を１ド

ル＝１１０円、国産ナフサ１ｋｌ＝４１，８００円、豪州炭価格１トン＝１０，９３２円と想定し、次のとおり予想

しております。 

 

連結売上高は、化学セグメントの販売数量増や価格改善をはじめとして各セグメントの増収により７，０００億

円、連結営業利益は、化学セグメントでの販売数量増等により４００億円と予想しております。連結経常利益は 

３８０億円、親会社株主に帰属する当期純利益は２４５億円と予想しております。 

次期のフリー・キャッシュフロー（営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フローの合

計額）は、当期に比べ、税金等調整前当期純利益の増加等により、増加すると予想しております。 

 有利子負債の期末残高については、当期末に比べ１０４億円減少の２，０００億円と見込んでおります。 

 

項  目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

平成30年3月期 ７，０００億円 ４００億円 ３８０億円 ２４５億円

平成29年3月期 ６，１６５億円 ３４９億円 ３３３億円 ２４１億円

増 減 率 １３．５％ １４．４％ １３．９％ １．３％

 

セグメント別連結売上高 

項  目 化学 医薬 建設資材 機械 
エネルギー・ 

環境 
その他 

セグメント間の

内部売上高 

消去 

平成30年

3月期

３，１００ 

億円 

１００ 

億円 

２，３００ 

億円 

９００ 

億円 

７００ 

億円 

５０ 

億円 

△１５０ 

億円 

平成29年

3月期

２，５８３ 

億円 

１０９ 

億円 

２，２７２ 

億円 

７１６ 

億円 

５９７ 

億円 

１２５ 

億円 

△２３９ 

億円 

増 減 率 ２０．０％ △８．９％ １．２％ ２５．６％ １７．１％ △６０．１％ － 

 

セグメント別連結営業利益 

項  目 化学 医薬 建設資材 機械 
エネルギー・ 

環境 
その他 

調整額 

（注） 

平成30年

3月期
１８０億円 ２０億円 １３０億円 ５０億円 ２５億円 １０億円 △１５億円 

平成29年

3月期
９６億円 ２４億円 １６２億円 ３６億円 ２８億円 ７億円 △７億円 

増 減 率 ８６．４％ △１９．９％ △２０．１％ ３６．２％ △１２．４％ ３２．６％ － 

（注）調整額は、各セグメントに配分していない全社費用（各セグメントに帰属しない一般管理費等）及びセグメン

ト間取引消去額の合計額です。
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２．経営方針

(1) 会社の経営の基本方針 

当社グループは、「共存同栄」「有限の鉱業から無限の工業へ」を経営理念とし、グループ社員が価値観を共有しグ

ループの進むべき方向を対外的にも明確にするため、グループビジョン「技術の翼と革新の心。世界にはばたく私たち

のＤＮＡです。フロンティアスピリットを胸に無限の技術で世界と共生するＵＢＥグループは、モノづくりを通して次

代の価値を創造し続けます。」を掲げております。 

１００年を超える歴史を持つ当社は、発祥の地・宇部で始めた石炭採掘事業以来、時代と産業構造の変化に対応し、

常に新たな技術に挑戦し、自己変革を行ってきました。しかしその中で一貫して変わらなかったもの、それをこのグル

ープビジョンでは「技術」と「革新」というキーワードで表わしています。 

当社グループは、環境・社会・コーポレートガバナンスに関する情報開示（ESG情報）の充実に努めるとともに、経

営理念で謳われた起業家精神＝フロンティアスピリットを胸に、株主を始め顧客、取引先、従業員や地域社会等のあら

ゆるステークホルダー、さらには地球環境との共生を図り、これらに貢献する価値創造企業であり続けます。 

 

 (2) 目標とする経営指標 

当社グループは、当期を初年度とする中期経営計画「Change & Challenge 2018」において、下記の数値目標を掲げ

ています。 

＜主要項目＞              ＜経営指標＞ 

  2018年度目標

 

  2018年度目標 

営業利益 500億円 売上高営業利益率(ROS) 6.5%以上

経常利益 490億円 自己資本当期純利益率(ROE) 9.0%以上

 

 (3) 中長期的な経営戦略 

当社グループでは、10年後のありたい姿「顧客に価値を創出し続ける企業」の実現に向けた３ヵ年の行動計画と位置

付ける中期経営計画「Change & Challenge 2018」において、下記の基本方針を掲げております。 

 

①持続的成長を可能にする経営基盤の強化 

◆各事業セグメントにおいて利益率を強く意識し、徹底したコストダウンにより既存商品の収益力向上を図る。 

◆連結キャッシュ・フロー重視の経営方針の下、成長のための設備投資・投融資を実施するとともに、投資案件

の成果を確実に刈り取る。 

◆海外拠点の拡充や国内外グループ会社の連携深化により、グローバルな事業環境の変化へのスピーディな対応

力を高める。 

◆化学セグメントの復活と更なる成長に向けて、本計画期間中に化学セグメントの業績を営業利益200億円レベ

ルまで回復させ、次の成長ステージの出発点への到達を目指す。 

②資源・エネルギー・地球環境問題への対応と貢献 

◆持続可能な社会の実現に向け、経済性に配慮しサプライチェーン全体でエネルギー使用量削減・廃棄物利用拡

大による温室効果ガス削減や、環境負荷低減などに貢献する技術・製品の創出・拡大を推進する。 

 

(4) 会社の対処すべき課題 

今後の経済情勢につきましては、国内景気は緩やかな回復基調が続くことが期待されるものの、為替や原燃料価格の

先行き、米国・欧州における政治・経済・金融政策の動向など、不透明感の強い状況が続くことが見込まれます。 

当計画では、上記の基本方針のもと、徹底したコストダウンや国内外グループ会社の連携深化により、顧客に提供す

る価値の増大とともに当社グループ各セグメントの収益力向上を推進し、中でも事業環境が厳しさを増す建設資材セグ

メントでの対策強化と化学セグメントにおける更なる業績回復に注力してまいります。化学セグメントにおいては、本

年4月、ビジネスユニットと研究開発機能を事業部として統合する組織改訂を実施し、事業毎の機能連携の一層の強化

と研究開発のスピードアップにも取り組んでまいります。 

さらに、当社グループは、公正な企業活動や社会的責任を果たすための活動を推進し、経営理念である「共存同栄」

の精神のもと、社会との共生を目指し、株主や資本市場をはじめ、顧客、取引先、従業員、地域社会等、すべてのステ

ークホルダーからの信認を深めてまいります。
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３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針です。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針です。

 

- 9 -

宇部興産㈱ (4208) 平成29年3月期 決算短信



４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 42,463 36,634 

受取手形及び売掛金 139,506 157,845 

商品及び製品 34,389 35,922 

仕掛品 15,360 19,587 

原材料及び貯蔵品 26,334 27,293 

繰延税金資産 7,809 6,834 

その他 11,701 11,449 

貸倒引当金 △637 △523 

流動資産合計 276,925 295,041 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 259,958 265,505 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △178,782 △182,726 

建物及び構築物（純額） 81,176 82,779 

機械装置及び運搬具 633,280 637,817 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △492,194 △502,083 

機械装置及び運搬具（純額） 141,086 135,734 

土地 84,468 84,100 

リース資産 2,590 3,206 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,318 △1,538 

リース資産（純額） 1,272 1,668 

建設仮勘定 9,661 19,715 

その他 37,322 40,112 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △31,185 △32,665 

その他（純額） 6,137 7,447 

有形固定資産合計 323,800 331,443 

無形固定資産    

リース資産 12 6 

その他 4,958 5,365 

無形固定資産合計 4,970 5,371 

投資その他の資産    

投資有価証券 48,167 51,615 

長期貸付金 421 326 

退職給付に係る資産 7,006 7,806 

繰延税金資産 8,263 7,521 

その他 10,655 10,809 

貸倒引当金 △538 △665 

投資その他の資産合計 73,974 77,412 

固定資産合計 402,744 414,226 

繰延資産    

社債発行費 114 112 

繰延資産合計 114 112 

資産合計 679,783 709,379 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成29年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 74,280 92,342 

短期借入金 79,367 65,931 

コマーシャル・ペーパー － 10,000 

1年内償還予定の社債 15,020 15,020 

リース債務 466 559 

未払金 32,225 26,813 

未払法人税等 6,766 4,546 

賞与引当金 7,118 6,944 

役員賞与引当金 51 75 

受注損失引当金 401 465 

その他 17,562 23,133 

流動負債合計 233,256 245,828 

固定負債    

社債 45,030 40,010 

長期借入金 75,839 77,655 

リース債務 969 1,289 

繰延税金負債 2,142 2,271 

役員退職慰労引当金 807 727 

特別修繕引当金 157 1,428 

事業損失引当金 267 199 

退職給付に係る負債 6,727 6,850 

負ののれん 958 808 

資産除去債務 1,271 1,666 

その他 22,738 20,247 

固定負債合計 156,905 153,150 

負債合計 390,161 398,978 

純資産の部    

株主資本    

資本金 58,435 58,435 

資本剰余金 38,536 38,091 

利益剰余金 166,862 185,747 

自己株式 △801 △726 

株主資本合計 263,032 281,547 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,514 4,893 

繰延ヘッジ損益 △13 11 

為替換算調整勘定 3,674 2,378 

退職給付に係る調整累計額 △3,645 △2,230 

その他の包括利益累計額合計 3,530 5,052 

新株予約権 597 623 

非支配株主持分 22,463 23,179 

純資産合計 289,622 310,401 

負債純資産合計 679,783 709,379 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高 641,750 616,563 

売上原価 519,960 500,642 

売上総利益 121,790 115,921 

販売費及び一般管理費 80,382 80,961 

営業利益 41,408 34,960 

営業外収益    

受取利息 356 201 

受取配当金 580 692 

受取賃貸料 1,214 1,220 

負ののれん償却額 133 138 

持分法による投資利益 2,950 2,021 

その他 2,994 1,855 

営業外収益合計 8,227 6,127 

営業外費用    

支払利息 2,110 1,597 

賃貸費用 731 646 

為替差損 1,074 183 

その他 6,100 5,313 

営業外費用合計 10,015 7,739 

経常利益 39,620 33,348 

特別利益    

固定資産売却益 674 240 

投資有価証券売却益 40 － 

補助金収入 1,158 724 

負ののれん発生益 － 1,611 

事業撤退に係る未払費用の取崩益 1,596 － 

特別利益合計 3,468 2,575 

特別損失    

固定資産処分損 5,300 2,404 

減損損失 9,080 586 

投資有価証券評価損 589 － 

関連事業損失 466 － 

特別損失合計 15,435 2,990 

税金等調整前当期純利益 27,653 32,933 

法人税、住民税及び事業税 9,400 7,989 

法人税等調整額 △504 394 

法人税等合計 8,896 8,383 

当期純利益 18,757 24,550 

非支配株主に帰属する当期純利益 

又は非支配株主に帰属する当期純損失（△） 
△354 365 

親会社株主に帰属する当期純利益 19,111 24,185 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当期純利益 18,757 24,550 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,369 1,337 

繰延ヘッジ損益 84 24 

為替換算調整勘定 △10,522 △605 

退職給付に係る調整額 △1,028 1,248 

持分法適用会社に対する持分相当額 △477 △177 

その他の包括利益合計 △13,312 1,827 

包括利益 5,445 26,377 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 8,159 25,707 

非支配株主に係る包括利益 △2,714 670 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 58,435 38,413 153,368 △850 249,366 

当期変動額          

剰余金の配当     △5,300   △5,300 

親会社株主に帰属
する当期純利益     19,111   19,111 

自己株式の取得       △16 △16 

自己株式の処分   11   65 76 

連結範囲の変動     △317   △317 

連結子会社株式の
取得による持分の
増減 

  112     112 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

         

当期変動額合計 － 123 13,494 49 13,666 

当期末残高 58,435 38,536 166,862 △801 263,032 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主
持分 

純資産合計 
 

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

為替換算調
整勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 4,924 △97 11,581 △2,447 13,961 565 25,718 289,610 

当期変動額                

剰余金の配当               △5,300 

親会社株主に帰属
する当期純利益               19,111 

自己株式の取得               △16 

自己株式の処分               76 

連結範囲の変動               △317 

連結子会社株式の
取得による持分の
増減 

              112 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

△1,410 84 △7,907 △1,198 △10,431 32 △3,255 △13,654 

当期変動額合計 △1,410 84 △7,907 △1,198 △10,431 32 △3,255 12 

当期末残高 3,514 △13 3,674 △3,645 3,530 597 22,463 289,622 
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当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 58,435 38,536 166,862 △801 263,032 

当期変動額          

剰余金の配当     △5,300   △5,300 

親会社株主に帰属
する当期純利益     24,185   24,185 

自己株式の取得       △63 △63 

自己株式の処分   △18   138 120 

連結子会社株式の
取得による持分の
増減 

  △427     △427 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

         

当期変動額合計 － △445 18,885 75 18,515 

当期末残高 58,435 38,091 185,747 △726 281,547 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主
持分 

純資産合計 
 

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

為替換算調
整勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 3,514 △13 3,674 △3,645 3,530 597 22,463 289,622 

当期変動額                

剰余金の配当               △5,300 

親会社株主に帰属
する当期純利益               24,185 

自己株式の取得               △63 

自己株式の処分               120 

連結子会社株式の
取得による持分の
増減 

              △427 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

1,379 24 △1,296 1,415 1,522 26 716 2,264 

当期変動額合計 1,379 24 △1,296 1,415 1,522 26 716 20,779 

当期末残高 4,893 11 2,378 △2,230 5,052 623 23,179 310,401 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 27,653 32,933 

減価償却費 35,574 34,490 

減損損失 9,080 586 

固定資産除却損 1,659 896 

負ののれん償却額 △133 △138 

負ののれん発生益 － △1,611 

受取利息及び受取配当金 △936 △893 

支払利息 2,110 1,597 

為替差損益（△は益） 137 △136 

持分法による投資損益（△は益） △2,950 △2,021 

投資有価証券売却損益（△は益） △40 － 

投資有価証券評価損益（△は益） 589 － 

関連事業損失 466 － 

事業撤退に係る未払費用の取崩益 △1,596 － 

固定資産売却損益（△は益） △515 △142 

補助金収入 △1,158 △724 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △174 28 

退職給付に係る資産負債の増減額 1,405 △686 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 20 △74 

売上債権の増減額（△は増加） 10,233 △19,026 

たな卸資産の増減額（△は増加） 126 △6,743 

仕入債務の増減額（△は減少） △12,453 16,961 

その他 4,908 7,503 

小計 74,005 62,800 

利息及び配当金の受取額 1,449 1,736 

利息の支払額 △2,130 △1,615 

補助金の受取額 1,829 724 

法人税等の支払額 △6,525 △10,227 

営業活動によるキャッシュ・フロー 68,628 53,418 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形及び無形固定資産の取得による支出 △34,485 △41,867 

有形固定資産の売却による収入 1,023 488 

投資有価証券の取得による支出 △404 △448 

投資有価証券の売却による収入 58 132 

関係会社株式の取得による支出 △166 △595 

関係会社株式の売却による収入 51 56 

連結の範囲の変更を伴う 

子会社株式の取得による収入 
－ 309 

短期貸付金の増減額（△は増加） 492 47 

長期貸付けによる支出 △80 △38 

長期貸付金の回収による収入 45 48 

その他 △260 1,039 

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,726 △40,829 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,769 △15,046 

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △3,000 10,000 

長期借入れによる収入 10,841 20,562 

長期借入金の返済による支出 △28,409 △21,306 

社債の発行による収入 － 9,950 

社債の償還による支出 △20 △15,020 

非支配株主からの払込みによる収入 － 465 

配当金の支払額 △5,288 △5,287 

非支配株主への配当金の支払額 △306 △354 

連結の範囲の変更を伴わない 

子会社株式の取得による支出 
△346 △884 

その他 △703 △766 

財務活動によるキャッシュ・フロー △31,000 △17,686 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △584 △285 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,318 △5,382 

現金及び現金同等物の期首残高 36,964 41,188 

連結の範囲の変更に伴う 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 
906 － 

現金及び現金同等物の期末残高 41,188 35,806 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 

該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、この変更による当連結会計年度の損益に与える影響は軽微です。 

 

 

（セグメント情報等）

１．セグメント情報

（１）報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

 当社は製品・サービス別に「化学」、「医薬」、「建設資材」、「機械」、「エネルギー・環境」、「その

他」を報告セグメントとしております。

 「化学」は、ナイロン樹脂、カプロラクタム（ナイロン原料）、工業薬品、ポリブタジエン（合成ゴム）、

電池材料、ファインケミカル、ポリイミド、機能品等の製造、販売を行っております。

 「医薬」は、医薬品（原体・中間体）の製造、販売を行っております。

 「建設資材」は、セメント、生コン、石灰石、建材関連製品、カルシア・マグネシア、機能性無機材料等の

製造、販売、資源リサイクルとして廃棄物の利用を行っております。

 「機械」は、成形機、産業機械（運搬機、粉砕・破砕機）、橋梁・鉄構、製鋼品等の製造、販売を行ってお

ります。

 「エネルギー・環境」は、石炭の輸入、販売、コールセンターの運営、電力卸供給事業（ＩＰＰ）を含む電

力供給事業を行っております。

 「その他」は、不動産の開発、売買、賃貸等、並びに海外における当社グループの製品の販売を行っており

ます。

また、平成28年４月より報告セグメントの名称を変更しており、従来の「機械・金属成形」を「機械」

に変更しております。当該変更は名称変更のみであり、セグメント情報に与える影響はありません。

なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの名称で記載しております。

 

（２）報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に

準拠した方法です。

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値です。

 セグメント間の内部売上高又は振替高は市場実勢価格に基づいております。
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（３）報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注１) 

連結財務諸
表計上額
（注２）   化学 医薬 建設資材 機械 エネルギ 

ー・環境 
その他 計 

売上高                  

外部顧客への売上高 258,661 9,221 231,051 71,367 56,616 14,834 641,750 － 641,750 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
8,075 59 6,292 2,068 12,450 1,958 30,902 △30,902 － 

計 266,736 9,280 237,343 73,435 69,066 16,792 672,652 △30,902 641,750 

セグメント利益（営業

利益） 
12,083 1,105 19,841 4,600 3,856 1,142 42,627 △1,219 41,408 

セグメント資産 301,784 12,533 216,948 62,039 49,014 16,246 658,564 21,219 679,783 

その他の項目                  

減価償却費（注３） 20,491 837 8,309 1,415 2,870 609 34,531 1,043 35,574 

持分法適用会社への

投資額 
18,407 － 8,322 － 1,199 2,270 30,198 － 30,198 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額

（注４） 
14,610 703 14,716 1,620 1,002 570 33,221 1,208 34,429 

（注１）調整額は以下のとおりです。 

（１）セグメント利益の調整額△1,219百万円には、セグメント間取引消去△131百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用

△1,088百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等です。 

（２）セグメント資産の調整額21,219百万円には、セグメント間の債権の消去等△45,632百万円、報告セグメントに帰属しない全社資産

66,851百万円が含まれております。 

（３）減価償却費の調整額1,043百万円は、報告セグメントに帰属しない全社資産の減価償却費です。 

（４）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額1,208百万円は、報告セグメントに帰属しない全社資産の増加額です。 

（注２）セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

（注３）減価償却費には、長期前払費用の償却額を含んでおります。 

（注４）有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の増加額を含んでおります。 

 

- 19 -

宇部興産㈱ (4208) 平成29年3月期 決算短信



当連結会計年度（自平成28年４月１日  至平成29年３月31日）

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注１) 

連結財務諸
表計上額
（注２）   化学 医薬 建設資材 機械 

エネルギ 
ー・環境 

その他 計 

売上高                  

外部顧客への売上高 254,963 10,975 221,432 69,289 49,477 10,427 616,563 － 616,563 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
3,401 － 5,804 2,379 10,305 2,093 23,982 △23,982 － 

計 258,364 10,975 227,236 71,668 59,782 12,520 640,545 △23,982 616,563 

セグメント利益（営業

利益） 
9,657 2,496 16,264 3,671 2,855 754 35,697 △737 34,960 

セグメント資産 324,232 12,915 219,126 75,121 48,613 14,824 694,831 14,548 709,379 

その他の項目                  

減価償却費（注３） 18,873 838 8,831 1,455 2,825 649 33,471 1,019 34,490 

持分法適用会社への

投資額 
19,323 － 8,778 － 1,219 1,903 31,223 － 31,223 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額

（注４） 
28,282 375 9,884 1,959 1,438 904 42,842 1,225 44,067 

（注１）調整額は以下のとおりです。 

（１）セグメント利益の調整額△737百万円には、セグメント間取引消去△135百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用

△602百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等です。 

（２）セグメント資産の調整額14,548百万円には、セグメント間の債権の消去等△45,067百万円、報告セグメントに帰属しない全社資産

59,615百万円が含まれております。 

（３）減価償却費の調整額1,019百万円は、報告セグメントに帰属しない全社資産の減価償却費です。 

（４）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額1,225百万円は、報告セグメントに帰属しない全社資産の増加額です。 

（注２）セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

（注３）減価償却費には、長期前払費用の償却額を含んでおります。 

（注４）有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の増加額を含んでおります。 
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２．関連情報 

前連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）

（１）製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報の中で同様の情報を記載しているため、記載を省略しております。

 

（２）地域ごとの情報

 ①売上高
                             （単位：百万円）

日本 アジア ヨーロッパ その他 計 

458,098 117,297 36,459 29,896 641,750 

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

  ②有形固定資産
                                            （単位：百万円）

日本 タイ その他アジア ヨーロッパ その他 計 

255,944 50,243 1,460 15,130 1,023 323,800 

 

（３）主要な顧客ごとの情報

 特定の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

 

当連結会計年度（自平成28年４月１日  至平成29年３月31日）

（１）製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報の中で同様の情報を記載しているため、記載を省略しております。

 

（２）地域ごとの情報

 ①売上高

                             （単位：百万円）

日本 アジア ヨーロッパ その他 計 

440,584 113,837 32,881 29,261 616,563 

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

  ②有形固定資産

                                            （単位：百万円）

日本 タイ その他アジア ヨーロッパ その他 計 

263,106 49,700 1,065 16,622 950 331,443 

 

（３）主要な顧客ごとの情報

 特定の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

前連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）

              （単位：百万円） 

  化学 医薬 建設資材 機械 
エネルギ 
ー・環境 その他 全社・消去 計 

減損損失 8,875 － 107 － － － 98 9,080 

（注）「全社・消去」の金額は、セグメントに帰属しない全社資産に係る減損損失です。

 

当連結会計年度（自平成28年４月１日  至平成29年３月31日）

              （単位：百万円） 

  化学 医薬 建設資材 機械 
エネルギ 
ー・環境 その他 全社・消去 計 

減損損失 375 － 2 － － － 209 586 

（注）「全社・消去」の金額は、セグメントに帰属しない全社資産に係る減損損失です。
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４．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

前連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）

              （単位：百万円） 

  化学 医薬 建設資材 機械 
エネルギ 
ー・環境 

その他 全社・消去 計 

当期償却額 113 － 34 － － － － 147 

当期末残高 1,010 － 135 － － － － 1,145 

 

 なお、平成22年４月１日前に行われた企業結合等により発生した負ののれんの償却額及び未償却残高は、以下

のとおりです。

              （単位：百万円） 

  化学 医薬 建設資材 機械 エネルギ 
ー・環境 

その他 全社・消去 計 

当期償却額 226 － 33 － － 21 － 280 

当期末残高 1,677 － 342 － － 84 － 2,103 

 

当連結会計年度（自平成28年４月１日  至平成29年３月31日）

              （単位：百万円） 

  化学 医薬 建設資材 機械 
エネルギ 
ー・環境 

その他 全社・消去 計 

当期償却額 108 － 34 － － － － 142 

当期末残高 914 － 101 － － － － 1,015 

 

 なお、平成22年４月１日前に行われた企業結合等により発生した負ののれんの償却額及び未償却残高は、以下

のとおりです。

              （単位：百万円） 

  化学 医薬 建設資材 機械 エネルギ 
ー・環境 

その他 全社・消去 計 

当期償却額 226 － 33 － － 21 － 280 

当期末残高 1,451 － 309 － － 63 － 1,823 

 

５．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

前連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自平成28年４月１日  至平成29年３月31日）

 「機械」において、U-MHIプラテック株式会社の株式を取得し、連結子会社としたことなどにより、負ののれ

ん発生益を1,611百万円計上しております。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自  平成27年４月１日
至  平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成28年４月１日
至  平成29年３月31日）

１株当たり純資産額     251円90銭     270円76銭

１株当たり当期純利益金額     18円06銭     22円85銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額     18円01銭     22円78銭

 （注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりで

す。

 

 
前連結会計年度 

（自 平成27年４月１日 
   至  平成28年３月31日)

当連結会計年度 
（自 平成28年４月１日 

   至  平成29年３月31日)

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
19,111 24,185

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益金額（百万円）
19,111 24,185

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,058,045 1,058,420

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 3,075 3,326

（うち新株予約権）     (3,075)     (3,326)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在株式

の概要

―――――

 

 

（重要な後発事象）

当社は、平成29年５月11日開催の取締役会において、当社の連結子会社である宇部興産海運株式会社及び萩森興産

株式会社を当社の完全子会社とする株式交換を行うことを決議し、同日付で株式交換契約を締結いたしました。

また、同日開催の取締役会において、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。 

 なお、詳細につきましては、本日発表の「簡易株式交換による宇部興産海運株式会社及び萩森興産株式会社の完全

子会社化に関するお知らせ」及び「自己株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ（会社法第165条第２項の規定

による定款の定めに基づく自己株式の取得）」をご参照ください。 

 

 

- 23 -

宇部興産㈱ (4208) 平成29年3月期 決算短信


